




















三条天皇、白河院と対立し 鳥羽天皇など、少なから 存在する。しかし、彼らの場合は、あくまでも譲位後は、自らの意志で辞めた天皇と同様、太上 として処遇さ ているという点では 自 意思で天皇を辞めた天皇と変わるところはない。ところが、 「廃帝」と称された淳仁天皇と仲恭天皇は 譲位後に太上天皇としての処遇を受けていない。それでは 廃位とはどのようなこ か いう点につい 具体的に考えるのが、今回のテーマである。　
淳仁天皇の廃位の際には、 天皇と同格の太上天皇として孝謙太上天皇が存在しており、 孝謙太上天皇の命令によっ













を受け、四十六日で立太子されている。この立太子は、基王（聖武天皇皇子、生後三十二日） 、安徳天皇（高倉天皇皇子、生後三 三 ）に次ぐ、史上三番目の早さであ た。　
だが、承久三年（一二二一）四月二十日に践祚し の在位期間は、史上最短のわずか七十八日間であっ









鎌倉幕府による承久の乱の戦後処理について、 まず、 幕府軍の総大将であった北条泰時は、 六月十六日（ 『承久記』
慈光寺本は六月十七日とする）に、 「①院には誰をか成しまいらすべき、②御位 は誰 か附けまいらすべき、③十善の君（ここでは後鳥羽院を指す）をば何くへか入れ奉るべき、④宮々をば、いか る所へ 移まいらすべき、⑤公卿・殿上人をば、いかが計らひ申べき」という五点について 幕府に問い合わせて る。そ に対し 「①院には、持明院 宮 守貞親王）を定め申す し ②御位 同宮の三郎宮（後堀河天皇）を即まいらすべし、③さて本院をば、同王土といへども、遥かに離れたる隠岐国へ流しまいらすべ 、④宮々をば武蔵守計ひて流しまいらすべし、⑤公卿・殿上人をば坂東国に下し奉るべし」との返答が、六月二十九日に京都に到着して る（以上、応答の内容は『承久記』慈光寺本による。便宜上、片仮名を平仮名に改めるなど 処理を行い、○囲み数字を付した。カッコ内は講演者 よる注記） 。　
これらの点について、実際の状況を見ると、まず⑤に関わる処置が行われており、六月二十四日に張本公卿たち
の身柄が幕府軍に引き渡され、七月一日に断罪の宣下が、五日以降に斬首が行われている。次いで ①② ついて幕府は七月八日に守貞親王（八月十六日に太上天皇 尊号宣 ［ 『愚管抄』 ］ 、後高倉院）に政務を任せ、後鳥羽院
仲恭天皇廃位の衝撃
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の所有する荘園を献上し（ 『武家年代記』 ） 、七月九日に仲恭天皇が廃されて、後堀河天皇が践祚している。そして、③④について、七月十三日にまず後鳥羽院が隠岐国に配流され、同二十一日に順徳院（ 『愚管抄』 ） 、二十四日に雅成親王、二十五日に頼仁親王が配流されている。なお、土御門院のみは、三カ月以上遅れて閏十月十日に配流されており、乱に積極的に関与しなかった土御門院の配流は幕府の意向ではなく 本人の意思によるものとする『吾妻鏡』や『増鏡』の記述は、事実と想定できる。　
以上の状況から考えられる、仲恭天皇が廃された理由は、後高倉院に院政を行わせるためであった。院政は、院
であれば誰でもできるわけではなく 天皇の直系尊属（父・祖父・曽祖父など） あること、天皇が幼帝であることという二つの条件が存在した。このため、後鳥羽院・順徳院を配流してしまうと、仲恭天皇をそのまま皇位に即けておいた場合、院政を行うことが可能 人物がい くなってしまう である。後高倉院に院政を行わせるのであれば、天皇も併せて仲恭天皇から後堀河天皇に代える必要があ た　
次に、七月九日に行われた仲恭天皇廃位の具体的な状況について見るが、この点を伝える史料は、すべてのちの


















廷が忠成王（順徳院の子） 擁立しようとしたのに し 鎌倉幕府は後嵯峨天皇（土御門院の子）を皇位に即ける（ 『五代帝王物語』 ） 、②建治元年（一二七五）に後宇多天皇の皇太子に煕仁親王（後深草院の子、伏見天皇）を立てる（ 『後深草院啓白文』 ） 、というものであった。これらは①四条天皇に跡継ぎが不在である、② 寇に対するための国論統一策の一環という、 いずれも非常時 限定的な介入であり 皇位継承に対 積極的な関与は行われなかった。　
さらにその後、 鎌倉幕府の介入によって、 弘安十年（一二八七）に後宇多天皇から伏見天皇への譲位が行われ（ 『伏




















三）に後円融院が死去すると、院政を代行している。これによって足利将軍家は、天皇との外戚関係なしに、天皇の補佐役「室町殿」という立場を築き上げることに成功したのである。これによって 臣下 天皇の の限界は克服された。今 はその成功の要因について考えていきたい　　　
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